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■ 
1  取り付けが完了したら、エンジンを始動させてください。

2  始動は 5 秒以内とし、1 回で始動しない場合は、10 秒位休止してから再びエンジンを始動してください。

 重 要

この操作を数回行っても始動しない場合は、エンジンに異常があると考えられますので調べてください。

■ 

バッテリ液の液面が下限（LOWER）ライン以下では使用しないでください。

※ 爆発の原因となります。

バッテリ液は腐食性の強い希硫酸（劇物）です。取扱いには十分注意してください。

※ 守らないと、引火爆発したり、やけど・失明など受傷する恐れがあります。

1  キャップを回して外し、バッテリ液の量を確認します。

2  バッテリ液の液面が下限（LOWER）ラインに近づいていたら、各槽ともバッテリ補充液（蒸留水）を上

限（UPPER）ラインまで補給します。

3  補給後は、キャップを確実に締め付けます。

Ⅳ
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■ 
バッテリを長時間放置すると、自己放電し補充電を行っても元の性能には戻らない場合があります。 

長時間使用しない場合は、1 ～２か月に 1 回の補充電を実施してください。

 

レール、支柱に異常があったときは、使用しないでください。 

修理、整備を行ってください。場合によっては、販売店に点検・修理を依頼してください。

※ 守らないと、思わぬ事故により受傷したり、モノラックが破損する恐れがあります。

以下のことを確認してください。

(1) レール支持ボルト、ナットのゆるみ、支持金具

や沈下防止板の割れはないか。

⇒ レール支持ボルト、ナットのゆるみがあるときは

再度締め付けてください。支持金具や沈下防止板

の割れがあるときは、販売店に修理を依頼してく

ださい。

(2) ストッパー受けは作動するか。

⇒ ストッパー受けが作動しないときは、新品

と交換してください。　

支柱

支持金具

ストッパー受け
レール支持ボルト

沈下防止板

ナット

Ⅳ
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(3) 支柱が沈下していないか。

⇒ 支柱が沈下しているときは、沈下防止板の

下部をセメントで補強してください。

(4) レール、支柱が腐食していないか。

⇒ レール、支柱が腐食しているときは、新品

と交換してください。

フレームに異常があったときは、使用しないでください。 
修理、整備を行ってください。場合によっては、販売店に点検・修理を依頼してください。
※ 守らないと、思わぬ事故により受傷したり、モノラックが破損する恐れがあります。

以下のことを確認してください。

(1) 牽引車、乗用台車、荷物台車のフレームに変形

がないか。

⇒ 牽引車、乗用台車、荷物台車のフレームが

変形しているときは、販売店に修理・新品

への交換を依頼してください。

レール

支柱
セメント沈下防止板

支柱が沈下している

レール

セメントで補強する

レール

支柱
セメント沈下防止板

支柱が沈下している

レール

セメントで補強する

上部ローラー

下部ローラー

レール
フレーム

上部ローラー

下部ローラー

レール
フレーム
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連結部に異常があったときは、使用しないでください。 
修理、整備を行ってください。場合によっては、販売店に点検・修理を依頼してください。
※ 守らないと、思わぬ事故により受傷したり、モノラックが破損する恐れがあります。

以下のことを確認してください。

(1) 主連結器の溶接部およびその周辺にひび割れが

ないか。

⇒ 主連結器の溶接部およびその周辺にひび割

れがあるときは、すぐに新品と交換してく

ださい。

(2) 主連結器が変形していないか。

⇒ 主連結器が変形しているときは、まず原因

を調べ、新品と交換してください。

(3) 連結ピンがすりへって細くなったり、変形した

リ、ピン穴が大きくなっていないか。

⇒ 連結ピンがすりへって細くなったり、変形

したり、ピン穴が大きくなっているときは、

新品と交換してください。

副連結ワイヤー

連結ピン主連結器

荷物台車牽引車または乗用台車

牽引車～荷物台車（非常用型）
乗用台車～荷物台車（乗用型）

副連結ワイヤー

連結ピン主連結器

荷物台車牽引車または乗用台車

牽引車～荷物台車（非乗用型）
乗用台車～荷物台車（乗用型）
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(4) 主連結器、副連結ワイヤーが完全に連結してい

るか。

⇒ 主連結器、副連結ワイヤーを完全に連結し

てください。

(5) 主連結器を接続したときに、ストップスイッチ

コードを 2 個所接続しているか（乗用型のみ）

⇒ 牽引車側、乗用台車側２個所のストップス

イッチコードを接続してください。

 重 要
ストップスイッチコードは、乗用台車の非

常用駐停車ブレーキレバーを引いたときに

エンジンを停止させるものです。必ず接続

してください。

引
牽

車

用
乗

車
台

副連結ワイヤー
主連結器

ストップスイッチ
コード

コード接続個所
（索引車側）

牽引車～乗用台車

シャックルの 
　ネジ

引
牽

車

用
乗

車
台

副連結ワイヤー
主連結器

ストップスイッチ
コード

コード接続個所
（索引車側）

牽引車～乗用台車

シャックルの 
　ネジ
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(6) 連結ピンの R ピンが破損、または抜けていない

か。

⇒ 連結ピンの R ピンが破損、または抜けてい

るときは、新品と交換してください。

 

Rピン

主連結器

平ワッシャー

連結ピン

牽引車

Rピン

主連結器

平ワッシャー

連結ピン

牽引車
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 (7) 副連結取付け部シャックルのネジがゆるんでい

ないか。

⇒ ネジがゆるんでいるときは、確実に締め付

けてください。

ストップスイッチコード

主連結器

コード接続個所
（乗用台車側）

牽引車～乗用台車

シャックルのネジ

ストップスイッチコード

主連結器

コード接続個所
（乗用台車側）

牽引車～乗用台車

シャックルのネジ



51

配線コードは AVS 0.75mm2 を使用してあります。
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●　Ｍ－３００M

始動制御ユニット

始動安全リミット

エンジン停止 
スイッチ

黒 黒

黒

乗用台車へ

黒/赤 黒/赤

黒
黒

黒 黒

温度感知センサー

灰

灰黒

エンジンプラグ

黒

黒

黒

青

オイルセンサーユニット

オイルセンサー
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点火コイル 点火プラグ Ｅ（＋Ｍ）

ＢＡＴ（Ｂ）

Ｂ‘（－Ｍ）

ＩＧ（Ｌ）

ヒューズ

赤
赤

赤

チャージ
コイル

緑 緑

緑緑

ＳＴ

黄／緑

マグネチック
スイッチ　　

黒／白

黒／白

黒／白

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒
黒

オイルセンサー
ユニット

青

オイルセンサー

温度センサー

セルモータ

－ ＋

バッテリー

Ｍ

黒

黒

フライホイール
マグネット

キ－スイッチの接続表

停　止

運　転

始　動

Ｂ‘（－Ｍ）Ｅ（＋Ｍ） ＢＡＴ（Ｂ）ＩＧ（Ｌ） ＳＴ

灰 灰

黒／赤
黒／赤

●　Ｍ－３００MS

乗用台車へ

始動安全
リミット
スイッチ

始動制御
ユニット

整流器
レギュレーター

操作レバー
リミット
スイッチ

赤／白



Ⅴ . 各部の調整

 

カバー（ベルト・スライドベルト・緊急ブレー
キ）を外したまま、使用しないでください。
※ カバー ( ベルト・スライドベルト・緊急ブレー

キ ) を外したまま走行すると、手をはさん
だり衣類を巻き込んだりして受傷する恐れ
があります。

ベルトの張り調整後、エンジン側燃料ホー
スに当たらないよう、スライドカバーとの

。いさだくてし定固てしに位mm01を間隙
※ 守らないと、燃料ホースをやぶり、燃料に

引火し、火災・爆発・やけどする恐れがあ
ります。

伸びたり、ひび割れたベルトは使用しない
でください。
※ エンジンブレーキが効かなくなります。 

（緊急ブレーキが作動します。）

Vベルトは、必ず指定のA-31REDを使用
してください。
※ 標準ベルトを使用しないと、切れる恐れが

あります。

交換後のVベルトは、専門の産廃業者に廃
棄を依頼してください。
※ 適切に処理しないと、環境を汚染します。

■ ベルトの張りおよび状態の確認

1  ノブボルトをゆるめて、スライド式ベルトカ

バーを開けます。

 重 要
新しいベルトは約 10 時間の使用で初期の伸びが

発生するため、10 時間使用後に必ずベルト張り調

整を行ってください。

スライド式ベルトカバー

ノブボルト

スライド式ベルトカバー

ノブボルト
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2  ベルトの張りおよび状態の確認をします。

 ベルトの張りは、中央部を指で押して確認します。

2ｋｇの力を加えた時、約10mｍのたわみが目安です。 

ベルトが伸びていると 

きは、ベルト調整をし 

てください。 

（56 ページ参照）

 Ｖベルトがひび割れたり切れたりしているとき

は、ベルトを交換してください。（次項参照）

■ 
Ｖベルトがひび割れたり切れたりしているときは、 

以下の方法でベルト交換をしてください。

1  ベルトカバーのノブボルト４本をゆるめ、ベル

トカバーを外します。

セルスタータ付きの場合

セルスタータ無しの場合

ベルト張りの確認

ベルト

たわみ 約10mm

ベルト

たわみ 約10mm
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ノブボルト

ノブボルト

2ｋｇ
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2  スライドベルトカバーを開けます。（P52参照）

3  火災防止センサー部のノブボルトをゆるめ、火

災防止センサーを上方へ傾けます。

4  回転調整ボルト２本をゆるめ、回転ロックナッ

トをゆるめます。

5  回転押しボルトをゆるめ、エンジン台を A の矢

印の方向に傾けてから、Ｖベルトを取り外しま

す。

交換後の Vベルトは、専門の産廃業者に廃

棄を依頼してください。

※ 適切に処理しないと、環境を汚染します。

6  新しいＶベルトに交換します。 

（V ベルト：A-31 RED）

火災防止センサー

A

ノブボルト

火災防止センサー

A

ノブボルト

回転調整ボルト
回転ロックナット回転押しボルト 回転調整ボルト
回転ロックナット回転押しボルト
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7  火災防止センサーを水平の位置へ戻し、ノブボ

ルトを締め固定します。

8  ベルト張り調整を行います。（次項参照）

■ 

ベルトが伸びているときは、以下の方法でベルト調整

をしてください。

1  回転調整ボルト２本をゆるめ、回転ロックナッ

トをゆるめます。

ノブボルト

火災防止センサー

ノブボルト

火災防止センサー

回転調整

回転調整ボルト
回転ロックナット回転押しボルト

回転調整

回転調整ボルト
回転ロックナット回転押しボルト
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2  回転押しボルトでエンジン台を回転調整して、

2ｋｇの力を加えた時、ベルトのたわみ約10mｍ

を目安にベルトを張ります。

3  調整した後、回転ロックナットを締め、回転調

整ボルト２本を締めます。

4  以上の方法でベルトが張りきれない場合は、 

エンジン台を前後方向に調整します。

(1) 前後調整ボルトをゆるめ、前後ロックナッ

トをゆるめます。

(2) エンジンを前後方向（ベルトを張る方向）

へ移動させ調整し、前後押しボルトで動か

ないようにします。

(3) 前後ロックナットを締め、前後調整ボルト

を締めます。

(4) 手順 1 ～ 3 を行い、ベルトを張ります。

ベルト

たわみ 約10mm

ベルト

たわみ 約10mm

前後調整ボルト

前後押しボルト
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前後押しボルト

前後ロックナット

2ｋｇ
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5  燃料ホースとの隙間が約 10mm になるようス

ライド式ベルトカバーを閉め、ノブボルトで固

定します。

外したベルトカバーは、元どおりに取り付
けてください。

※ 守らないと、手をはさんだり衣類を巻き込
んだりして受傷する恐れがあります。

 

必ず二人で作業を行ってください。

※ 守らないと、エンジンが落下し受傷する恐
れがあります。

工場出荷時は 22°で取り付けています。 

エンジン取付角度を 10°に変更する場合は、以下の

方法で行ってください。

1  ノブボルトをゆるめて、スライド式ベルトカ

バーを全開状態にします。

隙間 約10mm
スライド式ベルトカバー

ノブボルト

燃料ホース

隙間 約10mm
スライド式ベルトカバー

ノブボルト

燃料ホース

スライド式ベルトカバー

ノブボルト

スライド式ベルトカバー

ノブボルト
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2  22°用ネジ穴から前後調整ボルト 2 本を外し、

10°用ネジ穴に付け替えます。

 重 要
一人がエンジンを支え、もう一人がボルト

を付け替えてください。

3  前後押しボルトを交換します。

(1) 22°用ボルト（M10 × 40）と前後ロッ

クナットを取り外し、梱包付属品の 10°用

ボルト（M10 × 75）に前後ロックナット

を付けます。

(2) 10°用ボルト（M10 × 75）を 10°用の

調整ネジ穴に取り付けます。

4  ベルト調整をします。（56 ページ参照）

外したベルトカバーは、元どおりに取り付
けてください。

※ 守らないと、手をはさんだり衣類を巻き込
んだりして受傷する恐れがあります。

前後押しボルト前後押しボルト

22°用ネジ穴（2個）
10°用ネジ穴（2個）

前後調整ボルト

エンジン取付角度

前後押しボルト前後押しボルト

前後調整ボルト

エンジン取付角度

前後押しボルト

前後ロックナット

22°用調整ネジ穴

10°用調整ネジ穴
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200kg（乗用型・非乗用型T-200A連結時）、300kg（非乗用型T-300連結時）の荷物を積んで45°の傾斜を

 

調整は、レールが水平な所か、できるだけ傾斜がゆる

やかなところで行ってください。

1 。すまれ入に置位」止停「、し倒をーバレ止停行走 

2  エンジンスイッチを「切」にし、エンジンを停

止します。

3  前後レバーを「前進」または「後進」に入れます。

4  機械が動かないようロープなどで固定するか、

ラックに歯止めをして完全に固定します。

5  ロッド調整ナットをゆるめ、隙間を大きくしま

す。
●イラストの牽引車は
　セルスタータ無しを示してます。

●セルスタータ付きの場合

ストップレバー
ロッド調整ナット

走行停止レバー

前後レバー

隙間

エンジンスイッチ
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切 入 始動
エンジン
スイッチ

降りるときストップレバーがレールのストッパー受けに当たると、約50cmで牽引車が停止するようあらかじめ

セットしてあります。もし1m以上すべるときは、次の方法で調整を行ってください。
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6  ブレーキ調整ナットをまわし、スプリング長

58 ～ 59mm を目安に調整し、停止距離が 1m

以内になるようにしてください。

 重 要

ブレーキ調整ナットは、確実にナットどう

しを締め込みロックしてください。

7  ロッド調整ナットとロッド取付ボルトの隙間を

9 ～ 10mm にして、ロッド調整ナットをロッ

クナットで固定します。

以上の方法でも調整できないときは、最寄

りの販売店に点検調整を依頼してくださ

い。

※ 守らないと、事故が発生し受傷する恐れが
あります。

ブレーキ調整ナット

スプリング長

ロッド調整ナット
ロッド取付ボルト

隙間 9～10mmロックナット
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牽引車、乗用台車、荷物台車の各ローラー

とレールの隙間が 1mm 以上あるときは、

走行しないでください。

※ 1mm 以上あると、モノラックが左右にゆ
れて不安定になるため、脱線し受傷する恐
れがあります。

ローラーの調整は水平な場所で行ってくださ

い。

※ 傾斜した場所で行うと、受傷する恐れがあ
ります。

ローラーの調整の際、ローラー軸が錆びて

いるときは、潤滑油をさすか、錆落としで

錆を落としてください。。

※ 錆びたまま無理に回転させると、工具が滑
り手を受傷する恐れがあります。

Ⅴ
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回転しないローラーがあった場合は、最寄

りの販売店に、修理または交換依頼をして

ください。

※ 回転しないローラーのまま走行すると、ロー
ラーが破損する恐れがあります。
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■ 
上部ローラーで隙間の調整を行ってください。

1  ナットをゆるめます。

2  調整ボルトをゆるめます。

3  スパナかけにスパナをかけて軸を回します。

4  隙間が 1mm 程度になるように調整します。

5  調整ボルトを締めます。

6  ナットを締めます。

調整ボルト

調整ボルト

スパナかけ 
（回す）

上部ローラー

下部ローラー

ナット

レール

ナット

隙間 1mm

スパナかけ

調整ボルト

調整ボルト

スパナかけ 
（回す）

上部ローラー

下部ローラー

ナット

レール

ナット

隙間 1mm

スパナかけ

Ⅴ
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牽引車・乗用台車（前部および後部ローラー）
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所有者

住　所

ＴＥＬ

販売店

住　所

ＴＥＬ

本　　　　社 〒    

東岡山事業所
(モノラック部)

〒 703-8228 TEL. 086 (279) 1291 FAX. 086 (279) 1437

東日本営業所 〒 331-0811 埼玉県さいたま市北区吉野町 1-389-9 TEL. 048 (664) 5771

〒 岩手県滝沢市柳沢 1436-2 TEL. 019 (688 )7140 FAX. 019 (688 )7127

FAX. 048 (666) 3790

九 州 営 業 所

東北 営 業 所

〒 839-0863 福岡県久留米市国分町 1172-4 TEL. 0942 (21) 9718 FAX. 0942 (21) 1676

704-8125

020-0612

岡山県岡山市東区西大寺川口 465-1

岡山県岡山市中区乙多見 482-1

TEL. 086

 

(943)

 

0051 FAX. 086 (943) 0405

ホームページ：http://www.nikkari.co.jp/


	1111320_H1#.pdf
	1111320_H2##
	1111320_P01###
	1111320_P02#
	1111320_P03#
	1111320_P04##
	1111320_P05#
	1111320_P06#
	1111320_P07#
	1111320_P08##
	1111320_P09#
	1111320_P10#
	1111320_P11#
	1111320_P12#
	1111320_P13###
	1111320_P14#
	1111320_P15###
	1111320_P16###
	1111320_P17###
	1111320_P18###
	1111320_P19#
	1111320_P20##
	1111320_P21#
	1111320_P22#
	1111320_P23#
	1111320_P24#
	1111320_P25#
	1111320_P26#
	1111320_P27#
	1111320_P28#
	1111320_P29#
	1111320_P30#
	1111320_P31#
	1111320_P32#
	1111320_P33#
	1111320_P34#
	1111320_P35#
	1111320_P36#
	1111320_P37#
	1111320_P38###
	1111320_P39###
	1111320_P40#
	1111320_P41##
	1111320_P42#
	1111320_P43###
	1111320_P44#
	1111320_P45##
	1111320_P46#
	1111320_P47#
	1111320_P48#
	1111320_P49#
	1111320_P50#
	1111320_P51###
	1111320_P52###
	1111320_P53###
	1111320_P54###
	1111320_P55#
	1111320_P56#
	1111320_P57#
	1111320_P58#
	1111320_P59###
	1111320_P60#
	1111320_P61#
	1111320_P62#
	1111320_P63#
	1111320_P64#
	1111320_P65#
	1111320_P66#
	1111320_P67#
	1111320_P68#
	1111320_P69#
	1111320_H4#



